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「ええ」という 2 モーラ語において、声の高さやその変化か

ら、人間がどのようなパラ言語情報を受け取るのかを調べるた

め、合成音声を作成し聴取実験を行った。

被験者25名は、24個の印象語について各 5々段階で評価した。

評価実験後、F0 の変化率と F0 の平均について、印象語の評

価の傾向を調べた。その結果、24個の印象語は5つのグループ

に分けることができた。
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